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河川工作物改良工法

－北海道 治山課－
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北海道が管理する治山ダムの改良工法

(羅 臼町サシルイ川)

1改 良工法選択 の基本的な考え方

1)想 定 される工法

ア

イ

ウ

エ

全面魚道工等、新 たな施設の設置

ダム本体のス リッ ト化

既設魚道工の改良

その他

2)工 法の選択

ア

イ

ウ

エ

オ

治山ダム機能の低下 を招かない工法

渓流環境を乱 さず、下流域の保全に配慮 した工法

簡素で早期に完成できる工法

施工後 の維持 ・管理の手間が極力かか らない工法

安価 な工法

3)施 工上の配慮

ア サケ科魚類の遡上、捕獲等への影響 を回避するため、遡上期の施工 を避 ける

イ 希少鳥類(シ マフクロウ)の 繁殖期の施工 を避 ける

ウ その他

2サ シルイ川の治 山ダムに設置 されている魚道工の改良に向 けた検討

1)遡 上対策の検討

ア エ法検討

ア 全 面式魚道工の設置…△
・新 たな構造物 を設置することで河川環境への負荷が懸念 され る

施工が長期間にわた り、河川環境へあたえる影響が大

施工経費が高価で、予算の確保が困難

イ ダム本体のス リッ ト化…▲
・治山ダムの機能低下が懸念 される

ダム上流部 の堆積土砂 の流出が懸念 される

流下断面が小 さくなる ことで流速が増加

ウ ダム本体のス リッ ト化+魚 道工 …◎
・河道部 に設置する ことにで効果的 な遡上が期待できる

施工経費が高価で、予算の確保が困難

新 たな構造物 を設置するため、施工が長期間にわた り、現河道の開削等

により河川環境へ与 える影響が懸念 される

工 既設魚道工の改良…◎
・ダム機能の低下や堆積土砂の流出を招かな い(現 状維持が可能)

既存施設 を活用するため安価、短期間で施工が可能

これ らの ことから、工法的には 「ダ ム本 体のス リ ッ ト化+魚 道工」及び 「既

設魚道 工の改良 」が効果 的 と考 え られ るが、施 工経費 か ら、 「既設 魚道工 の

改良」 を提案する。
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イ 改良の視点

α,共通 事項

あが りづ らい構 造 …分 か りや す い魚道 入 ロ
…越 流水深 の確保 や流速 の調 整

…隔 壁 のナ ップの解 消

・卜†ッブ…構追物と剥離した寧洞宿伴う流れ

機能 が低下 しやす い構 造 …魚 道内の土 砂堆積 を防 止、 排砂の促 進

b.Na1床 固⊥魚 道の改 良

魚道 に水が 入 りづら い…魚道 ⊥ 出ロ(上 流端)に 流下 水 を導水

c,衡2床 固⊥ 魚道 の改 良

流 軍が 多 く流 れ が速 い
一・・流 速 と流 入 串の調 整

一・・隔 壁落 差の縮小

本堤 と魚道 上流側 の接 続部の 落差 が大 きい
…出 ロ(上 流端)の 落差 やナ ップの解 消

3改 良(案)

ア 分か りやす い入 ロ(迷 入 防止 対策)

魚 道 の入 ロを流 心 に向 け、扇 形 に改 良

(平 面)
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(平 面)

イ 越 流水深 の確保 、隔 壁ナ ップの解 消、 隔壁藷差 の縮小

流 入量の調 整 による越流水 深 の確 保

魚 道 勾醒 の修正 に よる流速 の調整

隔 壁、側壁 に勾配 を付 け ることでナ ップ を解消 した流 れ を形成

隔壁 落差 をNa1床 固 工で5cm、M匝2床 固工 で250m縮 小

(縦 断)

[ゆ

(縦 断)

ウ 魚道内の土砂堆積の解消

隔壁、側壁 に勾配 を付することで排砂 を促進

(断 面)

⇒

(断 面)

※構造の詳細は別添の構造図
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